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ⅧⅧ  医医療療機機関関のの支支援援  

１１．．オオンンラライインンででななんんででもも話話せせるる会会 

１） 目的 

  COVID-19 の拡大に伴い、病院はじめ在宅において、感染予防の取り組みや感染者発生時の対応、職員の

教育など日々対応に追われている管理者に、なんでも話せる場所を提供し、看護管理者の支援を行う。   

 

２） 対象 

 看護職 

（1）愛知県看護協会会員施設：看護部長、副部長、師長、主任（副師長）、看護職 

（2）愛知県看護協会会員施設：訪問看護ステーション管理者 

 

３） 期間 

 令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日 

 

４） 事業内容 

 （１）開催方法 毎月 1 回 オンラインで開催⇒上記期間内では 6 回の開催であった 

（２）周知方法 定期発送でチラシの配布 

会員施設の病院の看護代表者及び会員施設の訪問看護ステーション管理者 

定期発送による郵送および、施設看護代表者メーリングリストへの配信 

（３）内容   

テーマを設定し、講師による講義と参加者による意見交換を行った。 

司会者は、本看護協会の担当理事が担当した。 

 

 （４）参加状況および実績  

   なんでも話せる会は事前にテーマを決め、そのテーマに適した講師を選定し、講義を聞いた後に参加者が

意見交換を行う方法とした。講義資料がある場合は参加者が事前に出力し確認できるようにすることで、活発

な意見交換に繋げることができた。 

   4 月の会では、日本看護管理学会が厚労省の委託を受け看護管理者を支援するための「COVID－１９対応

看護管理支援スキーム」を構築し、当協会が協力することとなったため特別講演として開催し、県内の看護管

理者へ情報提供と協力を求めた。コロナ禍において看護管理者を支援するためのしくみについて理解する機

会となった。 

   8 月の会では、コロナ禍において臨地実習が十分にできなかった看護学生が、医療機関に就職をして少し

ずつ慣れ始め、夜間勤務も開始となるために開催した。この会では、「成長させよう、新人看護師～サポート体

制を考える」として、実際の医療機関で新人サポートに課題を抱えながらも工夫して行われている実際の話題

提供をして頂き、各医療機関が情報交換を行った。特に病床数が少ない 300 床以下の医療機関では、情報交

換を行うことで、自施設でも取り組めるヒントが得られたようであった。 
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   10 月の会では、看護職の定年後再雇用者が生き生きと働ける場の提供をどのように考えるかの機会とした

いと考え開催した。本協会のナースセンター長より、雇用制度の状況を踏まえプラチナナースの活用について

情報提供を行い、その後各医療機関の看護管理者から自施設の課題や取り組みなどの報告があり、再雇用

制度やプラチナナースの活用に向けて考える機会に繋がった。 

   12 月の会では、10 月に行った会でも話題となったプラチナナースを取り上げ、「プラチナナースが働きたくな

る職場作り」として、講師に東京医療保健大学副学長教授の坂本すが氏をお招きして、高齢者就業状況、プラ

チナナースの就業に関する実態、働きたくなる職場、看護管理者がなすべきことなどについて、講演をいただ

いた。その中でも、現場の課題など活発に意見交換がされた。このことより、各医療機関の看護管理者が行う

べき方向性を見出す機会となった。 

   2 月の会では、何でも話せる会に取り上げて欲しい要望を調査し、看護職の「ワーク・ライフ・バランス」を支援

する働きやすい環境の提供や、看護職が働き方の選択ができるなど実際の取り組みについて情報交換を行っ

た。それぞれの医療機関では、ワーク・ライフ・バランスを推進するために多くの取り組みがなされていることが

分かった。しかしながら、育児休暇明けのスタッフに対する夜間勤務開始時期やタイミングや回数などに課題

があることが分り、お互いの情報交換の場に繋がった。 

  3 月の会では、会員施設より要望が多かった外来看護機能について取り上げることにした。2040 年を見据え

た生活を重視する保健・医療・福祉制度への転換を踏まえ、これから期待される外来看護のあり方について、

日本看護協会の福井トシ子会長をお招きして、「暮らしの場における看護機能の強化 ～入退院支援・外来看

護・在宅訪問看護」について、情報共有をすることに繋がった。  

開催月日 参加施設 内容 

4 月 14 日 

15：30～16：30 

27 施設 

 

【特別企画】 

テーマ：「COVID－１９対応における看護管理者のマネジメント

業務を支援する看護管理者支援スキーム」 

講師：日本看護管理学会 理事 叶谷由佳氏 秋山智也氏 

8 月 23 日 

17：00～ 18：30 

10 施設 テーマ：「成長させよう新人看護師～サポート体制を考える～」 

  

10 月 27 日 

17：00～18：30 

14 施設 テーマ：「定年退職後の再雇用者の働き方を考える」 

講師：愛知県看護協会ナースセンター長 姫野美都枝氏 

12 月 12 日 

15：00～17：00 

38 施設 【特別企画】 

テーマ：「プラチナナースが働きたくなる職場作り」 

講師：東京医療保健大学 副学長・教授 坂本すが氏 

R5.2 月 28 日 

17：30～ 18：30 

9 施設 テーマ：「看護職のワーク・ライフ・バランスの実現 

       ～育休明けの配置や夜間勤務など～」 

3 月 9 日 

17：00～18：30 

54 施設 【特別企画】  

テーマ：「暮らしの場における看護機能の強化 

             ～入退院支援・外来看護・在宅訪問看護」 

講師：公益社団法人日本看護協会会長 福井トシ子氏 

５）資料 

  （１）参加募集案内（4 月、12 月、3 月分） 
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新新型型ココロロナナ対対応応でではは、、目目まま
ぐぐるるししくく変変化化すするるニニーーズズにに
臨臨機機応応変変なな対対応応ととリリーーダダーー
シシッッププがが求求めめらられれてていいまますす。。
そそんんなな管管理理者者をを支支援援すするる
新新ししいい体体制制をを日日本本看看護護管管
理理学学会会がが構構築築ししままししたた。

講講師師
日日本本看看護護管管理理学学会会

理理事事 叶叶谷谷由由佳佳 氏氏
秋秋山山智智弥弥 氏氏

日 時

４月14日（木）
15:30～16:30
Ｚｏｏｍによるオンライン開催

対対象象者者

参参加加費費

看護部長・副部長

無料

公益社団法人愛知県看護協会 TEL.052-871-0711

【特別企画２】 看護管理者の
オンラインでなんでも話せる会

お問い合わせ

明日の看護管理につなげたい！

テテーーママ
CCOOVVIIDD--1199対対応応ににおおけけるる看看護護管管理理者者のの
ママネネジジメメンントト業業務務をを支支援援すするる、、「「看看護護
管管理理者者支支援援ススキキーームム」」をを説説明明ししまますす

。

参参加加登登録録

当協会ホームページ「看護管理者オン

ライン何でも話せる会窓口」から必要

項目を入力

参加コードが必要です!
当協会ＨＰ｢看護管理者オンライン
何でも話せる会窓口」から参加登録
いただいたメールアドレスにメール
送信いたします
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